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第 1 章では、炭化水素資化性酵母の酸素要求性を糖質基質の場合と比較検討・し、約 3 倍量の酸素を




最適溶存酸素濃度は 4 ~ 6 mg/ f!_ であることを示した。
第 3 章においては、 Candida petrophilum の分子状酸素に対 j る親和性および対酸素挙動を Mich­
aelis -Menten 型式に依存性を示す場合について、照井らの半減期解析法を用いて解析した。この結
果は、チトクローム系 オキシゲネース系わよびフラピン系に相当する酵素系の存在を示した。また















第 7 章では、水に不溶な基質に対しては、糖質醗酵系で成立する発育速度と基質濃度に関する Mo­
nod の関係式が、そのままでは適用できず、発育速度式に菌体と基質の比率を導入することを提案し、
理論的考察を加えた。最大の発育速度を与える菌体と基質の比率は、振渥培養条件下ではlO g -oil / 
g -cellであることを示した。






明に追求したものとしては、稀にみるものと考えられる。すなわち有用菌 Candida petrophilum を用
いた培養において基質の乳化現象と酵母細胞の親油性との関係を詳細に観察し、酸素移動の問題を解
明し、さらに基質濃度と発育速度との関係についてのMonod式に対し、適確な修正を行っている。さ
らにn- パラフィンの利用にわける代謝エネルギーバランスについて炭水化物代謝と対比して、その
特性を明らかにしており、これらの諸成果は、醗酵生理学および培養工学に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文の価値あると認める。
- 362 ー
